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研究成果の概要（和文）：ギニア共和国ボッソウ村にて野生チンパンジーの調査、コンゴ民主共

和国ワンバ村にて野生ボノボの調査をおこなった。同時に、林原生物化学研究所類人猿研究セ

ンターおよび京都大学野生動物研究センター熊本サンクチュアリのチンパンジーを対象に実験

研究をおこなった。集団協力行動・食物分配・手助け行動に焦点を絞り、進化の隣人であるチ

ンパンジーとボノボでの行動を比較することにより、利他性・互恵性・他者理解の進化、ひい

ては人類進化について新たな考察をおこなった。 
 
研究成果の概要（英文）：I observed wild chimpanzees in Bossou, Guinea, and with wild bonobos 
in Wamba, DR Congo. I also conducted experiments with captive chimpanzees in Great Ape 
Research Institute, Hayashibara, and in Kumamoto Sanctuary, Wild Research Center, Kyoto 
University. Comparative studies with our evolutionary closest relatives on group 
cooperation, food sharing, and helping behavior revealed novel aspects of the evolution 
of altruism, reciprocity, and understanding of others, and proposed novel hypotheses of 
the human evolution. 
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１．研究開始当初の背景 
 申請者は、これまでにチンパンジーでの実
験研究を通して「要求に応えるチンパンジー、
自発的に助けるヒト」という仮説を提唱して
きた。この仮説は様々な分野の研究者の注目
を集めてはきたが、いまだ不足していた点が
あることも否めない。（１）他者理解の詳細
なメカニズムがわかっていない。（２）ヒト
に最も近縁な種はチンパンジーだけではな
い。ボノボでの研究が欠落している。（３）
野生本来の生活、つまり生態学的妥当性とい
う視点が抜けている。これらの点を補うこと
によって、人類進化を考える上で非常に重要
な協力行動について新たな知見が得られる
と期待されていた。 
 
２．研究の目的 
 ヒトに最も近縁な種であるチンパンジー
とボノボを対象に比較認知科学的検討を行
う。進化的には非常に近縁だが、この 2 種で
は行動・社会に違いがみられることが示唆さ
れている。これら 2 種の比較研究を通じ、近
年までヒトに特有と考えられてきた協力社
会や文化の進化的起源を解明する。特に、協
力や文化を支える近接メカニズムとなる利
他性・互恵性・他者理解に注目する。ヒトを
ヒトたらしめる協力や文化の進化について、
近接メカニズムというこれまでにない視点
から多くの新しい知見が得られると期待で
きる。世界に先駆けたテーマであり、進化の
隣人 2種の比較実験研究を通して実証的に検
討するという、非常にユニークな研究である。
心理学・社会学・生物学・生態学・進化学を
取り込んだ文理融合の新しい研究領域を切
り拓きたい。 
 
３．研究の方法 
（１）ギニア共和国ボッソウ村にて野生チン
パンジーの調査、コンゴ民主共和国ワンバ村
にて野生ボノボの調査をおこなった。基本的
に朝から夕方まで群れを追い、行動を逐一記
録するという手法をとった。主な観察・分析
対象としたのは、集団協力行動・食物分配・
手助け行動である。集団協力行動にかんして
は、両調査地とも類人猿と村人が隣接して暮
らしているという非常に珍しい環境にあり、
分断された 2つの森を行き来するために村道
を渡るという行動を観察することができる。
その際、道を渡り切ってしまわずに途中で立
ち止まり、他の個体を待つ行動がみられた。
これらの行動を、図式化して分析するという
新たな手法を開発することにより、集団協力
行動を科学的に研究する道を拓いた。 
（２）実験研究にかんしては、林原生物化学
研究所類人猿研究センターおよび京都大学
野生動物研究センター熊本サンクチュアリ

のチンパンジーを対象に、ツインブースを用
いた複数個体での協力実験、視線計測装置を
使った実験、道具使用時における他者理解に
かんする実験などをおこなった。協力実験で
は、相手が必要としている道具を複数の中か
ら選択して渡すかどうかを調べることによ
り、利他行動における他者理解のメカニズム
を調べる実験場面を考案した。従来の「心の
理論」研究を、新たなパラダイムで問い直す
画期的な研究と言える。 
 
４．研究成果 
（１）集団協力にかんする観察研究からは、
チンパンジーとボノボで性・発達段階による
違いがみられることがわかった。そもそもチ
ンパンジーでみられる集団協力行動が、ボノ
ボではあまりみられなかった。これまで、チ
ンパンジーに比べボノボのほうがより平和
的で協力行動に富んだ種であると考えられ
てきた。たしかに食物分配のデータはこの傾
向を支持している。しかし、集団での協力と
なると、この傾向は逆転するのかもしれない。
集団間競合の激しいチンパンジーでより集
団協力行動が発達した可能性もある。「戦争
と協力の共進化」といった進化仮説を、より
生態学的妥当性を持たせた上で比較認知科
学の視点から提示できる可能性がある。これ
まで集団協力行動はヒトに特有の行動であ
ると考えられており、ヒト以外での研究はほ
とんどない。チンパンジー・ボノボでの比較
研究を通して集団協力行動の進化について
新たな示唆が得られ、他分野からも大きな期
待を集めている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（２）実験研究からは、チンパンジーが他者
の要求に応じて手助けすることに加え、他者
が何を必要としているのかに応じて柔軟に
手助け行動を変化させることを実証的に示
すことに成功した。相手がステッキを必要と
しているときにはステッキを、ストローを必
要としているときにはストローを 7つの道具
セットから選んで渡すことができた。しかし、
相手の状況が見えないと、正しい選択はでき
なかった。つまり、チンパンジーは他者の要
求内容を状況から理解していることになる。
しかし、状況を理解していても自発的助ける
ことは稀であった。ここにヒトとの大きな違



 

 

いがみてとれる。この成果は米国アカデミー
紀要他に掲載され、国内外の新聞・テレビを
はじめとするメディアにも大きく取り上げ
られ、霊長類・比較認知科学にとどまらず、
さまざまな分野の研究者から注目を集めて
いる。 
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